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新型コロナウイルス感染症による影響に対する農業者の支援について 
 

１．新型コロナウイルス感染症の感染拡大による市内農業(耕種)への主な影響 

№ 項 目 主な影響等 備  考 

１ 酒米 
●４０.８ha作付予定の内、１１.０haを主食用米に作付変更

による酒米種子･苗の廃棄等が発生 

４６名の全生産者の

内、３７名対応 

２ 水耕野菜 ●水耕野菜の価格下落、減産又は廃棄  

３ 花卉 
●県内外の市場価格の下落 

・通常の２～５割程度 
出荷時期の変更等 

４ 

産直・ 

学校給食

用野菜 

●市内産直３店舗の休業(４～５月)[全９店舗] 

●阪急オアシス内産直の休業(4～6月･７/29～再休業) 

●学校給食用野菜の取引停止 

●産直会員の前年同月比月別売上減少率(３～６月)[平均] 

 ・平均約２～４０%の減少 

開業店舗への 

出荷先変更等 

 

２．影響を受けた農家(耕種)に対する雲南市の支援の考え方 

⑴農業被害等の内、国県等の支援が該当する場合は、ＪＡ等と連携して申請等に係る支援を実施。 

⑵農業被害等の内、国県等の支援が該当しない場合(範囲)において市独自で一定の支援を実施。 

 

３．雲南市の支援内容等 

⑴事 業 名：雲南市農業者緊急支援事業 

 

⑵支援対象者 

①農産物の売上減少率が前年同月比２０％以上で、同５０％以上が申請条件となる持続化給付金(国)や

緊急事態宣言消費活動減退対策支援事業(雲南市)の対象でない市内農業者等 

②酒米種子･苗の廃棄等を行った市内農業者 

 

⑶支援対象期間 

●令和２年１月～１２月末までの被害 

 

⑷売上減少に対する支援実施の判断方針と支援の考え方 

①ＪＡ雲南地区本部が農産物の購入単価を設定する品目は、前年比購入単価が２０％以上下落した場合

に支援を実施する。 

●水   稲‥‥ＪＡ雲南地区本部の仮購入単価のＲ１とＲ２の減少率で支援実施を判断すると

ともに、支援を実施する場合は１０a当りの標準売上減少額を算出し作付面積を

乗じて支援額を決定する。 

 ※ＪＡに確認した結果、本年産米価は前年比２０％に達する下落はない見込みのため支援は行わない見通し。 

②ＪＡ雲南地区本部が農業者の販売額を把握する場合は、当該農業者の前年同月比販売額が２０％以上

下落した生産者の支援を実施する。 

●産直・水耕野菜等‥‥ＪＡ雲南地区本部が把握する市内の産直会員及び販売農家の前年同月比

販売額を把握して支援実施の判断と支援額を決定する。 

③ＪＡ雲南地区本部が販売額を把握していない品目等を販売する農業者は、前年同月比販売額が２０％

以上下落したことを証明できる販売農業者に対して支援を実施する。 

●花卉･果樹等‥‥Ｒ１とＲ２の月別販売額の減少率が２０％以上下落したことを証明できる販売

農業者に対して支援を実施する。 
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⑸酒米種子･苗の廃棄等に対する支援実施の方針 

◆ＪＡ雲南地区本部が把握した酒米生産者の種子･苗の廃棄等に係る被害額を支援する 

・奥出雲町及び飯南町も同じ支援を行うため、雲南農業振興協議会(構成:雲南１市２町及びＪＡ)

を通じて支援する。 

 

⑹売上減少及び酒米種子･苗の廃棄等に対する支援額等について 

①売上減少に対する支援額の算定方法 

●Ｒ２の前年同月比２０％以上の売上減少額の内、減少額が最大の月額 

②酒米種子･苗の廃棄等に対する支援額の算定方法 

●ＪＡ雲南地区本部が調査･把握した各酒米生産者の酒米種子･苗の廃棄等の被害額 

③支援額 

●支援額は個人２００千円、法人・団体等４００千円を上限とする 

 

４．支援に係る予算規模 

№ 分野･品目等 想定支援額(千円) 

１ 水稲 ０ 

２ 酒米 ６２３ 

３ 産直 １６,０００ 

４ 水耕野菜 ３,６００ 

５ 花卉 ６００ 

６ 果樹 ６００ 

７ その他 ６００ 

計  ２２,０２３ 

 


